
ここ数シーズン、プレタポルテコレクションや、
ストリートで1980年代の流行が登場しています。
要因として80年代に青春を過ごした商品企画担当
者が30代後半～40代の作り手リーダーとなるこ
と。またその仕掛けが、当時を知らないヤング層
には新鮮な感覚に映ることなどが挙げられます。
80年代の流行は下記のように変化しており、その
切り口は多様です。

トラッドやアウトドアの流れをく
むコンサバスタイルのファッションが主流。

DCブランドが爆発的ブームになり、様々
なデザインの遊びが試みられ、受容された。

バブル時代で、ボディコンスーツやイタ
リアの高級インポートスーツが広がる。

ビッグジャケット、ワイドパンツ、オフショルダ
ー、オフボディ等のゆったりとしたシルエット。
ルーズでボリュームのあるシルエット。レイヤ
ード(重ね着)。ボディコンシャス、かっちりとし
た肩のパワースーツ等。

カジュアルに着る「黒」の登場と定着。蛍光色（テ
クノ感覚。スキーウェア等に多く見られた）、ス
モーキーパステル（グレー味の中間色）。

ファッションのコーディネートにおいて、上品な
着こなしにあえて「悪趣味なもの」や「はずし」をプ
ラスすることがおしゃれテクニックの一つです。80
年代のファッションが注目されるのは、社会の閉塞
感が続く現在において、エネルギッシュに前進して
いたあのころの楽しいパワーをもらいたいという
願望からかも知れません。

事業化支援部〈墨田支所〉
大橋健一　TEL 03-3624-4049

E-mail:oohashi.kenichi@iri-tokyo.jp

 

キッチュ：悪趣味なもの。けばけばしい色彩、装飾過剰、
安物っぽい素材などから連想されるイメージ。


